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〜
令
和
7
年
第
2
回
臨
時
会
〜

　
令
和
7
年
第
2
回
臨
時
会
を
5
月
20
日（
火
）に
和
束
町
体
験
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、議
⾧
・
副
議
⾧
の
選
挙
、常
任
委
員
会（
総

務
厚
生
・
文
教
）、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
お
よ
び
監
査
委
員
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
9

議
長
等議

　
　
長

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

副
議
長

畑
　
　
　
武
　
志
（
和
束
町
）

監
査
委
員

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

岡
　
田
　
　
　
勇
（
和
束
町
）

副
委
員
長

向
　
出
　
　
　
健
（
笠
置
町
）

久
　
保
　
憲
　
司
（
南
山
城
村
）

髙
　
山
　
豊
　
彦
（
和
束
町
）

西
　
　
　
昭
　
夫
（
笠
置
町
）

奥
　
森
　
由
　
治
（
南
山
城
村
）

人
事
案
件

監
査
委
員
の
選
任

　
西
昭
夫
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

同
意　
挙
手
全
員

（敬省略）◦委員長　 副委員長

総務厚生常任委員会文教常任委員会

畑　　武志
（和束町）

久保　憲司
（南山城村）

奥森　由治
（南山城村）

髙山　豊彦
（和束町）

西　　昭夫
（笠置町）

向出　　健
（笠置町）

山本　麻也
（笠置町）

岡田　　勇
（和束町）

鈴木かほる
（南山城村）

梅本　章一
（南山城村）

山本　達也
（和束町）

山本　勝喜
（笠置町）
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Q　
現
行
の
第
３
次
広
域
計
画
に
お
い
て
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
計
画

は
あ
る
の
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
建
設
行
政
実
務
の
実
践
に
関
す
る
専
門
的

知
識
の
習
得
と
、
現
場
対
応
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
技
術

職
員
等
の
共
同
研
修
を
関
係
町
村
で
実
施
し
て
い
る
。

　
広
域
連
合
と
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
関
係
町
村
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
。

Q　
将
来
的
に
も
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
事
業
に
応
じ

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
も
含
め
て
、
広
域
連
合
の
再
編
成
の

考
え
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
規
模
が
大
き
く
な
る
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

A
山
本
副
連
合
長

　
課
題
は
年
々
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
５
年
後
・
10
年
後
の
先
を

見
据
え
て
様
々
な
検
討
は
必
要
と
考
え
る
。

A
馬
場
副
連
合
長

　
連
合
長
・
副
連
合
長
が
答
弁
さ
れ
た
と
お
り
と
考
え
る
。
場
合

に
よ
れ
ば
広
域
的
な
連
携
も
模
索
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
広
域
連
合

が
う
ま
く
稼
働
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
。

教
育
委
員
会
の
設
置・運
営
に
つ
い
て
は
、事
務
の
効
率
化
と
い
う
観
点
か
ら
他
に
類
を
見
な
い
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、ご
み
処
理
業
務
に
つ
い
て
も
、東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
休
止
後
も
住
民
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
な
く
ご
み
処
理
業
務
を

継
続
し
て
い
る
。デ
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
る
点
に
つ
い
て
は
、今
の
と
こ
ろ
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

平
沼
連
合
長

教
育
委
員
会
を
含
む
広
域
連
合
と
し
て
事
務
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
た
ど
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
き
た
の
か
。

髙
山 

豊
彦 

議
員
和
束
町

議　　案

令和７年度一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ1,316万９千円を減額し、総額10億5,153万５千円とする補正。� 可決　挙手全員
物品購入契約の締結の件（LGWAN接続系端末及びインターネット接続系端末調達事業）� 可決　挙手全員
物品購入契約の締結の件（相楽東部広域連合立小・中学校校務用端末等購入業務）� 可決　挙手全員
物品購入契約の締結の件（相楽東部広域連合立和束中学校・笠置中学校コンピュータ教室用端末等購入業務）
　� 可決　挙手全員
物品購入契約の締結の件（相楽東部広域連合立小・中学校GIGAスクール用iPad（教師用）購入業務）
　� 可決　挙手全員

〜
令
和
7
年
第
2
回
定
例
会
〜

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
を
7
月
28
日（
月
）に
和
束
町
議
会
議
場
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
委
員
会
調

査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
3
人
の
議
員
が
質
問
を
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
と
し
て
、
令
和
7
年
度
相
楽
東
部
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）の
件
、
物
品
購
入
契
約
の
締
結
の
件
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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Q　
体
育
館
の
空
調
設
備
は
早
期
に

設
置
す
べ
き
だ
が
、
検
討
状
況
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　

体
育
館
に
空
調
設
備
が
あ
る
こ
と
は

望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、相
当
な
費
用

負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、快
適
な
学
習

環
境
を
維
持・向
上
さ
せ
る
た
め
、体
育

館
の
空
調
設
備
の
設
置
に
向
け
て
、引

き
続
き
関
係
町
村
と
協
議・連
携
し
て

い
く
。
A
平
沼
連
合
長

　
体
育
館
の
空
調
に
関
し
て
は
、教
育
施

設
と
し
て
の
側
面
と
、避
難
場
所
と
し
て

の
側
面
が
あ
る
の
で
、関
係
町
村
の
防
災

計
画
の
中
で
、財
源
の
問
題
も
含
め
引
き

続
き
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q　
教
職
員
の
超
勤
時
間
と
勤
務
の

内
容
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
令
和
６
年
度
は
月
平
均
一
人
当
た
り
、

小
学
校
は
約
20
時
間
、
中
学
校
は
約
33

時
間
で
、
主
に
授
業
等
の
準
備
に
関
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

Q　
職
員
の
超
勤
を
な
く
す
た
め
の

施
策
は
。

A
石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

　
業
務
の
精
選
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
教

員
業
務
支
援
員
配
置
事
業
等
を
活
用
し

超
勤
時
間
短
縮
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
要
綱
に
具
体
例

を
示
す
べ
き
で
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
今
後
作
成
す
る
指
針
の
中
に
、
具
体

例
も
記
載
す
る
。

Q　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
要
綱
の
周
知
徹

底
を
。

A
平
沼
連
合
長

　
要
綱
に
つ
い
て
は
庁
内
メ
ー
ル
で
周

知
し
て
お
り
、
指
針
に
つ
い
て
も
同
様

に
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

 

児
童・生
徒
へ
の
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、水
分
補
給
や
帽
子
着
用
の
徹
底
、

暑
さ
指
数
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。学
校
行
事
に
お
い
て
は
、必
要
に
応
じ

て
空
調
設
備
の
あ
る
教
室
の
活
用
な
ど
柔
軟
な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

石
橋
教
育
長
職
務
代
理
者

学
校
教
育
現
場
で
の
、

具
体
的
な
暑
さ
対
策
は
。

鈴
木 

か
ほ
る 

議
員
南
山
城
村

Q　
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
連
合
で
取
り

組
ん
で
行
く
考
え
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
ト
ラ
イ
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
と
考

え
る
が
、
そ
こ
に
は
住
民
の
理
解
も
必

要
と
考
え
る
。

A
山
本
副
連
合
長

　
３
町
村
共
通
の
課
題
に
対
し
て
は
、

で
き
る
限
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

A
馬
場
副
連
合
長

　
地
方
自
治
法
な
ど
ク
リ
ア
す
る
こ
と

は
あ
る
が
、
試
行
的
に
行
っ
て
い
る
技

術
職
員
の
研
修
以
外
の
分
野
で
も
前
向

き
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

Q　
現
状
も
含
め
、
今
後
所
管
す
る

事
務
が
増
え
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
事
務
の
評
価
制
度
を
つ
く
っ
て
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
平
成
24
年
度
に
検
証
を
行
っ
て
以
降
、

連
合
全
体
で
の
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
広
域
的
な
課
題
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
そ
の

効
果
や
課
題
も
含
め
第
３
次
広
域
計
画

に
沿
っ
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Q　
教
育
長
が
不
在
の
現
状
で
、
不

具
合
・
不
都
合
は
あ
る
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
教
育
長
職
務
代
理
者
に
つ
い
て
は
、

非
常
勤
の
た
め
、
事
務
局
に
お
け
る
報

告
・
連
絡
・
相
談
等
は
時
間
を
要
す
る

場
面
も
あ
る
が
、
出
来
る
限
り
円
滑
な

情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。
学
校
現
場

に
関
し
て
は
、
校
長
会
議
等
に
も
積
極

的
に
出
席
い
た
だ
き
、
各
学
校
と
連
携

を
密
に
し
て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

学
校
運
営
上
も
特
に
支
障
な
く
経
過
し

て
い
る
。

相
楽
東
部
広
域
連
合
の
所
管
事
務
と
し
て
、観

光
行
政
、訪
問
介
護
事
業
、建
設
で
必
要
な
技

師
や
そ
の
他
共
通
の
事
務
を
増
や
す
考
え
は
。

西 

昭
夫 

議
員
笠
置
町

 

第
３
次
広
域
計
画
の「
想
定
さ
れ
る
具
体
的
な
取
組
」を
中
心
に
、共
同
で

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、効
率
化・省
力
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
事
務

で
、協
議
が
整
え
ば
将
来
的
に
は
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 

平
沼
連
合
長
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まち・むら
topics

笠置町

　

8
月
6
日（
水
）〜
8
日（
金
）の
3
日
間
、
宇
治
茶
会
館（
宇
治
市
）

に
お
い
て
、
第
77
回
関
西
茶
品
評
会
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
普
通
煎

茶
の
部
に
お
い
て
、
㈱
お
茶
の
木
野
園　

木
野
宏
紀
さ
ん
が
見
事
、
1

等
1
席
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た（
農
林
水
産
大
臣
賞
申
請
予
定
）。宏

紀
さ
ん
は
今
年
か
ら
茶
業
を
継
承
し
、
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
す
が
、

先
々
代
か
ら
合
わ
せ
る
と
5
度
目
の
1
等
1
席
と
な
り
、
普
通
煎
茶
の

部
に
お
い
て
は
最
多
回
数
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
成
績
に
対
し
て
宏
紀
さ
ん
は「
摘
み
子
さ
ん
や
関
係
機
関
の
お

か
げ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
ぬ
茶
生

産
を
し
て
い
き
た
い
」と
謙
虚
に
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
南
山
城
村

を
代
表
す
る
生
産
者
と
し
て
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
1
等
6
点
の
う
ち
、
南
山
城
村
の
お
茶
が
4
点
入
賞
し
、
関
西

茶
品
評
会
普
通
煎
茶
の
部
に
お
い
て
初
と
な
る
3
年
連
続
、
計
11
回
目

の
産
地
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
品

評
会
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

生
産
者
さ
ん
お
よ
び
摘
み
子
さ

ん
の
ご
努
力
と
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

【
１
等
入
賞
者
】※
敬
称
略

　

�

㈱
お
茶
の
木
野
園 

木
野
宏
紀
、

コ
ー
カ
共
同
製
茶
、

中
窪
製
茶
園 

中
窪
良
太
朗
、

福
中
慎
一
郎

関
西
茶
品
評
会（
普
通
煎
茶
の
部
）で

初
の
３
年
連
続
産
地
賞
受
賞
！

南山城村

　
７
月
４
日（
金
）、笠
置
小
学
校
４
年
生
の
児
童
３
名
が
、

社
会
科
学
習
の一環
で
笠
置
浄
水
場
を
訪
れ
、水
道
水
が
家

庭
へ
届
く
ま
で
の
流
れ
や
浄
水
場
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

施
設
で
は
、川
の
水
が
ど
の
よ
う
に
し
て
安
全
で
良
質
な
水

道
水
に
な
っ
て
い
く
の
か
を
見
学
し
、児
童
た
ち
は
浄
化
さ

れ
て
い
く
水
の
仕
組
み
を
興
味
深
く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、職
員
の
仕
事
内
容
や
漏
水
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
を
し
、担
当
者
か
ら
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
熱
心
に
メ

モ
を
取
り
、水
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
施
設

見
学
と
な
り
ま
し
た
。

笠
置
小
学
校
４
年
生
が

笠
置
浄
水
場
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
！！

笠置町

　
9
月
19
日（
金
）、大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト「
け
い
は
ん
な
万
博
in
夢
洲
」で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
け
い
は
ん
な
地
区
に
立
地
す
る
企
業
や

研
究
機
関
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
け
い
は
ん
な

発
の
技
術
を
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
け
い
は
ん

な
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

和
束
町
は
、
茶
の
木
を
会
場
に
持
ち
込
み
、
茶
摘
み
を
行

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
2
回
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
に
実
施
さ
れ
る
茶
源
郷
ま
つ
り
と
連
携
し
、

万
博
会
場
と
茶
源
郷
ま
つ
り
の
２
つ
の
会
場
で
け
い
は
ん

な
万
博
の
限
定
ス
タ
ン
プ
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
２
つ
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
に
は
特
典
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
け
い
は
ん
な
万
博
in
夢
洲
」で

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
す

和束町

詳細はこちらから
ご確認ください→

5 2025.9︱vOL.234広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

まち・むら Topic



高山ダムの役割と洪水時におけるダムの操作（３町村）

　高山ダムは、淀川水系の名張川の最下流部に建設されたダムで、昭和44年
より管理を行っています。高山ダムの役割は、次に示す４つです。

　①「洪水調節」：台風や大雨による洪水時において、上流からの洪水の一部
をダムに貯め込むことにより、下流に流れる水の量を減らします。

　②「河川環境の保全」：川の水が少ないときに、良好な河川環境を確保し、
農業用水が取水できるよう水を補給します。

　③「水道用水の供給」：大阪府、兵庫県の諸都市に対し、水道用水を補給します。
　④「発電」：ダムから流す水を利用して発電（関西電力㈱）を行っています。

　近年、全国的に非常に激しい雨の年間発生回数が約40年前に比べて約1.5倍に増加しており、地球温暖化に伴
う気象変動の影響によって、今後さらに極端な大雨や短時間強雨の発生頻度が増大することが予測され、大規模
な水害が発生する懸念が高まっています。【図-1参照】
　高山ダムでは、台風や大雨による出水に備え、洪水を貯めるための容量（６月16日～10月15日の期間3,540万
㎥）を確保しています。【写真-1参照】
　大雨が降った際のダムの操作は、ダムに流れ込む川の水のうち、下流に流しても安全な量だけ流し、残りをダ
ムに貯め込みます【図-2参照】。しかし、異常豪雨など想定以上の雨が降り、ダムに洪水を貯めるための容量が満
水になり、これ以上貯められない場合には、ダムに入ってくる水と同じ量を下流へ放流します【図-3参照】。テレ
ビ等では「緊急放流」と呼ばれており、ダムの放流量が急激に増え、状況によっては川があふれる可能性もあります。
　大雨の際には河川には近づかず、自治体からの情報やインターネット，スマートフォンなどから、河川情報や
ダム状況などの情報をご確認ください。

安心安全
ほっ

「川の防災情報」https://www.river.go.jp/index
　高山ダムは、ダム下流域における洪水被害の軽減、河川に必要な水量の確保・供給のため、適切に管理・運用
してまいります。� 問水資源機構 木津川ダム総合管理所 高山ダム管理所　☎0743・94・0201

ここをCHEC
K

写真１　洪水を貯める容量を確保した高山ダム

図１　全国の１時間降水量50mm以上の年間発生回数 図２　大雨のときのダムの操作

図３　異常豪雨のときのダムの操作
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和束町消防団 
教養訓練を開催しました（和束町）

　７月26日（土）、相楽中部消防本部指導のも
と、和束町消防団教養訓練が和束B＆G海洋セ
ンターで行われました。教養訓練に参加した新
入団員の皆さんには、消防団員の活動時におけ
る基本動作を学んでいただきました。

夏の交通事故防止府民運動における 
啓発活動（笠置町）

　７月24日（木）、国道163号沿いと笠置キャンプ場にて
夏の交通事故防止府民運動に伴う街頭啓発を行いました。
当日は、笠置町交通安全対策協議会委員とともに、運転手
へハンドプレートでの注意喚起やキャンプ場利用客を対象
に啓発物品を配布するなど効果的な取組が実施できました。

　地球環境に配慮したグリーン志向の消費行動をみんなで考えてみませんか。今年度は全２回の消費生活講座を
開講します。ご興味をお持ちの講座がありましたら、ぜひご参加ください。
日・内
回 日　時 テーマ・講師 会場（定員）

１

10月17日（金）
午前９時
～

午後３時30分

『明日の地球を救うためにできることは？』我が家のごみのゆくえ、消費者にで
きることグリーン志向消費を考えてみよう！～環境の森センター・きづがわ＆
三重リサイクルセンター見学と和束の茶畑観光、南山城村道の駅での地産地消の
昼食やお買い物体験～

バスツアー
（20人）

２

10月30日（木）
午後１時30分

～
３時30分

テーマ 身近なお茶の話
講 師 日本茶インストラクター・リーダー、茶育指導士　中山　美雪氏　

テーマ「茶香服体験」
煎じ手 日本茶インストラクター、テーブルスタイル茶道認定講師　杉本　すみ子氏
司 会 中山　美雪氏

木津川市
東部
交流会館
（25人）

※講師の都合により、内容を変更する場合があります。

募集定員 第１回（20人）、第２回（25人）
参加資格 木津川市および相楽郡に在住・在勤・在学の方
参加費 第１回は参加費1,000円（昼食代として）、第２回は無料
主　催 相楽広域行政組合（相楽消費生活センター）

申込方法 電話で「消費生活講座参加希望」の旨と、氏名、住所、電話番号、参加予定日をお伝えください。
申込先 相楽広域行政組合　☎0774・72・0421

申込受付 �９月８日（月）から申込みを受付けます。申込み多数の場合は抽選、申込まれた方全員に受講の可否の連
絡をします。

申込締切 �第１回 10月２日（木）、第４回 10月16日（木）�
◎定員に満たない場合は締切日以降も受付します。相楽広域行政組合までお問合せください。

令和７年度消費生活講座 明日の地球を救うため、消費者にできること グリーン志向消費

消費生活の相談や苦情はお気軽に相楽消費生活センターへ（電話または来所）
　☎0774・72・9955（ナニ？キューキューＧＯＧＯ！）� 相談は無料です。秘密は守ります。

※「消費者ホットライン」☎１８８（いやや）番もご利用ください。​

相楽消費生活センターは４月28日より京都府木津総合庁舎に仮移転しました
所木津川市木津上戸18番地１

日月～金（祝日・年末年始を除く）　午前９時～正午・午後１時～４時

国道163号での注意喚起
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10月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10月  5日（日） 内科
    　12日（日） 内科
    　13日（月・祝） 内科
    　19日（日） 内科・小児科
    　26日（日） 内科・小児科
※�９月分については広報れんけい８月号を
ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

　

膝
の
裏
側
が
腫
れ
て
、
膝
を
曲
げ

る
際
に
圧
迫
感
や
違
和
感
を
生
じ
る

病
気
に
ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
が
あ
り
ま

す
。1
8
7
7
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
医

師
の
ベ
ー
カ
ー（
W
i
l
l
i
a
m 

Morr
a
n
t 

Ba
ker
）が
膝
の

裏
に
液
体
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
病
気

を
報
告
し
、
現
在
は
こ
れ
を
ベ
ー
カ

ー
嚢
腫
と
呼
び
ま
す
。

　

ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
は
、
膝
の
後
ろ
に

あ
る
滑
液
包
と
い
わ
れ
る
袋
に
、
関

節
液
が
関
節
腔
か
ら
流
れ
込
ん
で
溜

ま
る
こ
と
に
よ
り
で
き
る
腫し

ゅ

瘤り
ゅ
う

で
す
。

変
形
性
膝
関
節
症
に
合
併
し
て
起
こ

る
こ
と
が
多
く
、
50
歳
代
以
降
の
女

性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
滑
液
包
は

腱
や
靭
帯
の
周
囲
に
存
在
し
て
摩
擦

を
減
ら
す
こ
と
で
組
織
を
滑
ら
か
に

動
か
す
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
膝

関
節
周
囲
に
は
も
と
も
と
10
数
個
の

滑
液
包
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
い
ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
は
握
り
こ
ぶ

し
大
の
大
き
さ
と
な
り
、
皮
膚
の
上

か
ら
で
も
卵
ほ
ど
の
膨
ら
み
が
見
て

取
れ
ま
す
。
ま
れ
に
、
大
き
く
な
り

す
ぎ
た
ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
が
、
圧
が
か

か
っ
た
と
き
に
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
際
は
ふ
く
ら
は
ぎ
に
腫し

ゅ

脹ち
ょ
う

や
痛
み
を
生
じ
ま
す
。

　
ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
無
症
状
や
サ
イ
ズ
が
大
き
す
ぎ

な
い
場
合
に
は
経
過
観
察
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
が
大
き
く

な
り
症
状
が
出
る
場
合
に
は
治
療
を

行
い
ま
す
。
基
本
的
な
治
療
は
針
を

刺
し
て
水
を
抜
く
処
置（
穿
刺
）で

す
が
、
穿
刺
し
て
一
時
的
に
小
さ
く

な
っ
て
も
、
関
節
液
が
再
度
流
れ
込

ん
で
く
る
こ
と
で
早
期
に
再
発
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
ベ
ー
カ
ー
嚢
腫

が
巨
大
で
、
神
経
や
血
管
を
圧
迫
し

て
下
肢
の
痛
み
や
し
び
れ
を
伴
う
場

合
は
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ベ
ー
カ
ー
嚢
腫
の
袋
を
摘
出
し
、
関

節
腔
と
の
交
通
路
を
塞
ぐ
処
置
を
し

ま
す
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
で
膝
の
屈
伸
動

作
を
や
り
す
ぎ
る
こ
と
で
、
膝
の
裏

の
滑
液
包
が
炎
症
を
起
こ
し
て
腫
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
原
因
の
場
合
は
、

運
動
を
控
え
安
静
に
し
て
い
る
と
、

自
然
に
軽
快
し
て
い
き
ま
す
。

中
島
整
形
外
科（
木
津
川
市
）　

�

中
島
慎一郎

ベ
ー
カ
ー
嚢の

う

腫し
ゅ

そ
の
122

保健・福祉保健・福祉

令和７年度子宮頸がん個別検診のお知らせ（南山城村）
　８月の集団検診を受けられなかった皆さんに、村外の医療機関で受診ができるよう10月１日から令和８年１
月31日までの間で個別検診を実施します。この機会を活用してぜひ受診ください。
◆医療機関案内◆
山城南保健所管内

医療機関名 所　在　地
京都山城総合医療センター 木津川市木津駅前１丁目27番地
いわたレディースクリニック 木津川市相楽台１-１-１ イオン高の原ショッピングセンター３F
華クリニック 木津川市兜台４丁目３-９
下里医院 精華町山田下川原22-２

伊賀市内
森川病院 伊賀市上野忍町2516-７
（中産婦人科）緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町761
※その他、医療機関については保健福祉センターまでご連絡ください。
費1,000円
問・申　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294
期９月26日（金）まで　※締め切りを過ぎてからのお申込みについては保健福祉センターまでお問合せください。
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認知症キッズサポーター（笠置町）

　今年度も笠置小学校の５・６年生を対象にキッズサポーター養成講座とスキルアップ講座を実施しました。
　５月21日（水）に笠置小学校で実施した養成講座では認知症がどのような病気であるのかを学び、どうすれば
安心して頂けるか、児童と一緒に考えました。
　７月２日（水）につむぎてらすで実施したスキルアップ講座では児童が考えたゲームを高齢者の方と一緒に行
い、おやつを食べながらお話をする等、実際に交流してもらいました。
　講座を終え、子どもたちからは祖父母や地域の高齢者に「困っておられたら進んで助けになりたい」ことや「優
しい気持ちで向き合いたい」、「自分なりに高齢者の方々との接し方を考えていきたい」等の声を聞くことができ
ました。
　子どもたちには笠置町キッズサポーターの一員としてこれからの活躍を期待しています。

シニアライフサポート学級 ～いつまでも健康で動ける身体を！～ （和束町）

　７月22日（火）、和束町健康福祉交流センター多目的ホールで和束町社会福祉協議会のシニアライフサポート
学級が開催されました。当日は32名の方にご参加いただき、講師には鷲峰山トンネルが開通し通いやすくなった
ことから、城陽市京都府立心身障害者福祉センター附属リハビリテーション病院から徳永大作院長と濱本理学療
法士をお招きしました。
　講演では徳永大作院長から「知らず知らずにおとろえる骨と筋肉。いつもまで健康で動ける身体を！」と題し
て、骨折の要因や骨が壊れるのを防ぐお薬についての説明や、寝たきりは予防が肝心などのお話をいただきまし
た。また、濱本理学療法士の指導のもと、自宅でできる健康体操を参加者全員で行いました。
　その後、骨密度測定も行われ、測定結果に参加者からは「骨が実年齢より若くて嬉しい」「カルシウムを取るよ
うにしようと思った」などの声も聞くことができました。

徳永大作委員長の講演 濱本理学療法士の健康体操

キッズサポーター養成講座 スキルアップ講座
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米寿のお祝い（３町村）

　相楽東部 3町村では今年も多くの方が米寿をお迎えになりました。これからもますますお元気でお過ごしい
ただくことを祈念いたします。

笠置町
友　　田　　久　　子
竹　　本　　信　　子
倉　　本　　嘉　　二
瀧　　山　　喜 代 美
中　　嶋　　信　　也
寺　　坂　　登 喜 子
中　　尾　　昌　　義
北　　川　　和　　美
川　　合　　利　　弘
西　　井　　　　　
西　　浦　　惠 美 子
橋　　本　　順　　夫
川　　北　　朱　　美
谷　　本　　光　　子
德　　岡　　幸　　子
上　　窪　　富　　美
今　　井　　政　　子
菊　　池　　久　　子
小　　谷　　志 津 子
杉　　野　　髙　　駿
長　　澤　　幸　　男
藤　　田　　文　　子
中　　尾　　城　　子
田　　代　　榮　　一
谷　　　　　喜 太 郎

和束町
池　　田　　堯　　二
池　　田　　美 紀 子
池　　田　　良　　介
井　　上　　早　　苗
伊　　吹　　せ　　き

岩　　垣　　す み 榮
上　　嶋　　か　　よ
岡　　田　　賢　　造
岡　　田　　正　　彦
金　　本　　與 志 嗣
久　　保　　清　　子
杉　　田　　敏　　子
杉　　本　　英　　子
竹　　内　　昌　　子
谷　　口　　昭　　子
辻　　　　　茂　　代
中　　尾　　久　　代
中　　尾　　彦　　弘
仲　　川　　里　　美
中　　筋　　敏　　子
中　　田　　美 代 子
中　　村　　美 智 子
西　　嶋　　良　　子
西　　田　　す み 子
西　　田　　峰　　子
林　　　　　辰　　男
東　　野　　カ ツ エ
細　　井　　幸　　夫
堀　　　　　喜 美 子
堀　　　　　　　　健
堀　　　　　美 千 代
前　　田　　萬　　子
前　　田　　重　　吉
町　　尻　　か め の
松　　田　　七　　生
宮　　本　　惠　　子
森　　本　　早 智 子
吉　　田　　ま り 子
𠮷　　村　　百 合 子

南山城村
西　　上　　征　　子
辻　　本　　　　　勇
森　　先　　恭　　子
北　　本　　敦　　子
辻󠄀　　仲　　寅　　彥
手　　仲　　圓　　容
西　　奥　　　　　勇
北 久 保　　和　　夫　
川　　下　　長　　久
今　　口　　隆　　司
上　　田　　　　　守
森　　山　　支 那 子
井　　上　　喜 久 子
西　　川　　　　　康
坂　　田　　加 代 子
奥　　田　　一　　心
甲　　田　　勇　　子
櫛　　田　　京　　平
出　　口　　幸　　子
吉　　田　　孝　　雄
吉　　田　　知 恵 子
秋　　本　　聡　　子
植　　柗　　志 津 香
井　　藤　　淳　　子
赤　　木　　明　　美
中　　村　　祐　　一

（敬称略）
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

令和７年10月１日は国勢調査の実施日です！（３町村）

　５年に１度の日本で最も重要な統計調査「国勢調査」を10月１日に行います。
　調査結果は行政の施策だけでなく、民間企業などにも広く活用され、生活の身近なと
ころに役立てられています。
〇調査方法について
調査員が各世帯を訪問し、調査書類をお届けします。
調査書類の回答はインターネットから行えます。ぜひインターネットでの回答をご利用ください。
インターネット回答期間　９月20日（土）～10月８日（水）

〇個人情報の保護について
調査票の記入内容は厳重に守られます。また、記入いただいた内容は統計以外の目的には利用しません。

〇�国勢調査をよそおった詐欺や不審な調査 
にご注意ください。
調査員は、身分を証明する「国勢調査員証」を身
に着けています。不審に思われた場合には、町
村の統計調査担当窓口までご連絡ください。
問笠置町総務財政課　☎0743・95・2301
　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001
　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102

相楽東部広域連合職員採用試験

　相楽東部広域連合では、令和８年４月１日採用の職員を下記のとおり募集します。
１．職種・募集人数および受験資格
職　種 募集人数 受　験　資　格
一般
事務職 若干名 平成２年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた方で、学校教育法による高等学校以上を

卒業した方またはこれと同等の学力を有する方（令和８年３月末までに卒業見込みの方を含む。）
※地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する方は、受験できません。

２．試　　験　第１次試験　日10月19日（日）午前９時から　　　　所和束町体験交流センター
　　　　　　　　　　　　　内教養試験（学歴別の試験）、適性検査
　　　　　　　第２次試験　第１次試験合格者に対し通知します。　内記述試験、グループ面接
　　　　　　　第３次試験　第２次試験合格者に対し通知します。　内個別面接
　　　　　　　※受験者数によっては、試験会場を追加または変更する場合があります。
３．受付期間　９月１日（月）から９月25日（木）までに持参または郵送による
	 ※�持参の場合は、平日の午前９時から正午、午後１時から午後５時までに総務課へ提出してください。但し、閉庁日は除く。
	 ※郵送の場合は、９月25日（木）必着のこと。

４．提出書類　①受験申込書　②受験票（履歴書に貼付した写真と同じものを貼付のこと）　③エントリーシート
　　　　　　　④�履歴書〔JIS規格用紙または学校指定用紙、撮影後３か月以内の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦４

㎝×横３㎝）を貼付のこと〕　⑤（郵送による提出の場合のみ）返信用封筒（長形３号封筒120×235㎜）
	 ※詳しくは、ホームページで御確認ください。
	 ※①～③の書類は、相楽東部広域連合ホームページからダウンロードできます。

５．採用予定日　令和８年４月１日
６．提 出 先　〒619-1205 京都府相楽郡和束町大字中小字平田23番地の１
　　　　　　　相楽東部広域連合 総務課　☎0774・78・0120
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10月１日は「浄化槽の日」です（３町村）

　　「浄化槽の日」は、浄化槽に関する諸制度を整備した「浄化槽法」が、昭和60年10月１日に施行されたのを記
念して、昭和62年に設けられました。

■浄化槽は維持管理が大切です■
　管理が不十分な浄化槽は、近隣に悪臭で迷惑をかけ、側溝や河川を汚し、生活環境を悪化させることがあります。
　浄化槽を使用する場合は、次の３つの義務（保守点検、清掃、法定検査）を守り、正しく管理しましょう。
■保守点検は登録業者に
　保守点検は、機械の点検・補修や消毒剤の補給などを行います。概ね３～４ヵ月に１回以上（機種により異
なる）必要です。保守点検は、京都府の登録業者が行うことになっています。
問京都府山城南保健所　環境衛生課環境係	 ☎0774・72・4303 直
　（公社）京都保健衛生協会	 ☎075・681・1727

■清掃は許可業者に
　浄化槽は、浄化機能を損なわないように、年１回以上の清掃をしましょう。
　なお、下水道への切り替えや建物の解体による浄化槽の廃止の際には、槽の最終清掃が必要です。最終清掃
を実施しないと、槽に付着した汚泥（一般廃棄物）の不法投棄（法律違反）になります。清掃は、相楽広域行政組
合の許可を受けた下記業者に必ず依頼してください。

【浄化槽清掃業者】

㈱クリーンサービス山城 ☎0774・94・3241 大 和 清 掃 ☎0742・61・4798
㈱ 相 楽 清 掃 ☎0774・76・2417 城 南 衛 生 ㈱ ☎0774・62・9000
相 楽 商 事 ☎0774・62・3009 平 安 衛 生 開 発 ㈱ ☎0774・62・1732
㈲ フ シ ミ ☎075・601・6714

■指定検査機関の定期検査を受けてください
　使用開始後の３～５ヵ月の間に１回（７条検査）と、その後は１年に１回（11条検査）、京都府知事が指定し
た検査機関の検査を受けなければならないことが、浄化槽法で義務づけられています。
※指定検査機関
　（公社）京都保健衛生協会　☎075・681・1727
問相楽広域行政組合事務局　☎0774・72・0421 直
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直
　和 束 町 環 境 衛 生 課　☎0774・78・3007 直
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106 直

家屋を新築・増改築された方へ（３町村）

　家屋（住家、店舗、工場、倉庫その他の建物）の固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋に課税されます。
また、それらの家屋を新築または増築された場合、その翌年度から固定資産税が課税になります。
　新築家屋等の把握について、巡回調査等を行いより正確な課税をするため、家屋を新築や増築等をされた場合
は、担当課へご連絡いただきますようお願いいたします。
　また、新築家屋および増築・改築の調査当日は、所有者または所有者の代理人の立会いを要しますので、ご理
解ご協力をお願いいたします。
問笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302直
　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103直
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笠置町人権擁護委員委嘱伝達式（笠置町）

　７月15日（火）、笠置町では人権擁護委員の任期満了に伴い、再任の田中正嗣さんに対し、委嘱伝達式が執り行
われ、町長より委嘱状が渡されました。
　田中さんには、令和４年のご就任以来、地域における人権啓発のためにご尽力いただいており、引き続き７月1
日付で３年間の任期をお引き受けいただくこととなりました。
　現在、笠置町の人権擁護委員は、田中正嗣さん、浦井紀代美さん、丸山敏夫さんの３名で構成されており、今後
も月１回の人権相談や「人権の花運動」など、さまざまな活動を行っていただきます。

南山城村地域応援商品券の利用期限が迫っています！（南山城村）

　南山城村では、長引くエネルギー・食料品価格等の物価高
騰の影響を受ける生活者の家計負担の軽減と、地域内消費の
下支えによる事業者支援を目的として「南山城村地域応援商
品券」を配布しております。この商品券の有効期限は、９月
30日（火）となっておりますので、積極的にご利用いただき、
使い忘れのないようご注意ください。

特殊詐欺や個人情報の詐欺にご注意ください。
不審な電話や郵便、メールが届いた場合は、役場や警察にご連絡願います。

宝くじの助成金で整備しました（南山城村）

　田山区（田山地区防災部）は、宝くじの社会貢献広報事業として、
『コミュニティ助成事業』を活用し、地域の防災活動等に必要な防災
資機材の整備を行いました。
　今後は、有事に備えた資機材の定期点
検や地域住民への周知活動を行うこと
で、防災意識の向上と地域の防災活動の
促進が期待されます。

左から田中正嗣さん、山本町長
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教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6　

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　 『
健
康
体
操
教
室
』

日
9
月
11
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
9
月
20
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

期�

受
講
申
し
込
み
は
５
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対�

和
束
町
に
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け

の
受
講
も
可
。

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�
水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

健
康
文
化
講
演
会

　

石
原
良
純
さ
ん
に
、
気
象
予
報
士
に

な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
俳
優
に
な
っ
た

き
っ
か
け
、
家
族
の
こ
と
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。

日
11
月
1
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

所
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

定�

2
0
0
人（
定
員
を
超
え
る
申
込
の

場
合
は
抽
選
）

費
無
料

申�

9
月
30
日（
火
）ま
で
に
、厚
生
会
の

H
P（
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら
お
申

催
し
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し
込
み
く
だ
さ
い
。

問（
一
財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
1

　
　
HP�https://www.kyoto-koseikai.or.jp

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
資
料
展
示

「�

ブ
レ
イ
ク
刷
る
ー
！ 

―
ペ
ー

ジ
が
語
る
印
刷
技
術
の
歴
史
」

日
9
月
18
日（
木
）～
10
月
14
日（
火
）

　
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

　
　
※�

10
月
12
日（
日
）は
関
西
館
見

学
デ
ー
の
た
め
開
館（
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
）

所
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館 

閲
覧
室

　
（
地
下
1
階
）

内�

木
版
か
ら
、活
版
、ガ
リ
版
、オ
フ
セ

ッ
ト
印
刷
ま
で
、印
刷
の
歴
史
を
た

ど
る
旅
へ
！

　

�　
商
業
出
版
が
始
ま
っ
た
近
世
か
ら

現
在
ま
で
、
紙
の
本
は
私
た
ち
の
生

活
に
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
存

在
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え

る
印
刷
も
、
時
代
ご
と
に
新
た
な
技

術
を
取
り
入
れ
、
進
歩
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
本
展
示
で
は
、
近
世
か
ら

現
在
に
か
け
て
進
歩
し
て
き
た
印
刷

技
術
に
関
す
る
本
、
実
際
に
そ
の
技

術
を
使
っ
て
印
刷
さ
れ
た
本
な
ど
を 講演会申込

紹
介
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
時
代
の
今
だ

か
ら
こ
そ
、
印
刷
さ
れ
た
本
が
持
つ

„
も
の
と
し
て
の
魅
力
〝を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
入
場
無
料
。
年

齢
制
限
な
し
。

問
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館・資
料
案
内

　
　
☎
0
7
7
4
・
98
・
1
3
4
1

【
資
料
展
示
関
連
講
演
会
】

　
「
板
木
か
ら
読
み
解
く
江
戸
の
出
版

事
情
～
板
木
が
果
た
し
た
役
割
～
」（
け

い
は
ん
な
学
研
都
市
7
大
学
連
携 

市

民
公
開
講
座
2
0
2
5
）

日
9
月
26
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
～
2
時
15
分

　
※�

講
演
会
終
了
後
、
当
館
職
員
に
よ

る
資
料
展
示
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

講�

金
子　

貴
昭
氏（
京
都
先
端
科
学
大

学
人
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
准
教

授
）

所�

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館 

大
会
議

室（
地
下
1
階
）

定
2
0
0
名（
先
着
順
）

申�

左
記
の
H
P
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
HP�https://www.kri.or.jp/contact/

shiminkouza2025.html

問�（
公
財
）関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

推
進
機
構 

事
業
推
進
部

　
　
☎
0
7
7
4
・
95
・
6
1
2
5

京
都
府
委
託
事
業

「�

聴
覚
障
害
者
の
職
場
で
の

合
理
的
配
慮
を
学
ぶ
」

　

聞
こ
え
に
く
い
、
聞
こ
え
な
い
当
事

こ
れ
で
安
心
！
相
続
セ
ミ
ナ
ー

～�

相
続
登
記
と
相
続
税
、

遺
言
の
基
本
を
学
ぼ
う
～

　

相
続
登
記
や
相
続
税
、
遺
言
書
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
法
務
局

の
職
員
の
ほ
か
、
司
法
書
士
や
税
理
士

の
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い（
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）。

日
10
月
11
日（
土
）

　
　

�
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分（
午

後
１
時
開
場
）

所
宇
治
市
宇
治
琵
琶
45
ー
14

　

�

宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
１
Ｆ

第
１
ホ
ー
ル
）

日
2
0
0
名（
無
料
・
要
予
約
）

期
10
月
3
日（
金
）ま
で

申
電
話
も
し
く
は
京
都
地
方
法
務
局
Ｈ

Ｐ
記
載
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

問
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局

　
　
☎
0
7
7
4
・
24
・
4
1
2
2

　
　
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
３
番
を
選
択
）

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

　
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
の
担
い
手
に

な
る
要
約
筆
記
者
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

募
集

講演会申込

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
方

（
と
り
わ
け
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
）

に
、
話
の
内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し

て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
会
議
や
講
演
等

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
活
動

を
す
る
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
座
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

�

日
共
通
講
座

　
　
10
月
19
日（
日
）、

　
　
11
月
1
日（
土
）、11
月
16
日（
日
）

　
手
書
き
コ
ー
ス

　
　
12
月
27
日（
土
）

　
　
令
和
8
年
1
月
25
日（
日
）、

　
　
　
　
　
　
2
月
28
日（
土
）

　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　
12
月
7
日（
日
）、

　
　
令
和
8
年
1
月
10
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
2
月
22
日（
日
）

　
※�

右
記
以
外
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
に
よ
る

自
宅
学
習
あ
り

�

時
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

�

所�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー�

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
１
１
番
64
）

対�

前
期
課
程
修
了
後
、
後
期
課
程
を
受

講
し
、
認
定
試
験
を
受
験
し
て
京
都

府
要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録
活
動
が

可
能
な
方
。
な
お
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
希
望
者
は
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

10
以
上
）を
持
参
で

き
、入
力
速
度
70
字
／
分
以
上（
※
）

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能

な
方
。

　
※�

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
で
漢
字
変
換

者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
職
場
で
の
聴
覚
障
害
者
の
合
理

的
配
慮
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

内�「
合
理
的
配
慮
を
考
え
る
座
談
会
～

合
理
的
配
慮
事
例
集
作
成
に
向
け

て
～
」 

当
事
者
に
よ
る
座
談
会（
配

信
） 

視
聴
後
参
加
者
か
ら
集
め
た

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
ま
と
め
て
事
例

集
を
作
成
し
、 

き
こ
え
サ
ポ
ー
ト
Ｈ

Ｐ https://kikoe-support.
com

/ 

で
公
開
し
ま
す

日�

9
月
27
日（
土
）～
10
月
11
日（
土
）

実
施
方
法

　

�

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信（
申
込
さ
れ
た
方

に
視
聴
用
U
R
L
を
送
付
し
ま
す
。）

対�

聞
こ
え
に
く
い
、
聞
こ
え
な
い
当
事

者（
社
会
人
・
大
学
生
な
ど
）、当
事

者
家
族
、関
係
者
、企
業
な
ど　
（
関

心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加

可
）

定
な
し

費
無
料

期
9
月
25
日（
木
）ま
で

申�

右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
申
込
み
フ
ォ
ー

ム https://lstep.app/form/67605/
zadaOy/545570  

か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　

�kikoe-shien@kyoto-chogen.or.jp

講演会申込

後
の
文
字
数

費�

無
料
。
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
4

�
0
�0�

0
円
な
ら
び
に
教
材
等
一
部
自
己
負

担
あ
り

期�

9
月
8
日（
月
）～
29
日（
月
）

　
　
午
後
5
時
ま
で

申�

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
ハ
ケ
ン
と
マ
ナ
ビ
」

→「
マ
ナ
ビ
」に
記
載　

※
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で
き
な
い
場
合
は
、

電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

社
会
福
祉
法
人 

京
都
聴
覚
言
語
障

害
者
福
祉
協
会
、京
都
府
要
約
筆
記

者
養
成
講
座 

事
務
局

　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

主
催�

京
都
府

主
管�

社
会
福
祉
法
人 

京
都
聴
覚
言
語

障
害
者
福
祉
協
会

協
力�

京
都
府
中
途
失
聴・難
聴
者
協
会

／
京
都
府
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
連

絡
会

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
9
月
16
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

相
談
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行
政
相
談（
和
束
町
）

日
9
月
2
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
9
月
26
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
9
月
22
日（
月
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

南
山
城
村
役
場
資
料
室（
１
階
旧
建

設
水
道
課
）

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
9
月
16
日（
火
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

南
山
城
村
役
場
会
議
室

対�

村
内
在
住
の
方
の
み

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
9
月
12
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
9
月
17
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

実
施
日

場
　
所

9
月
16
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

9
月
17
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

9
月
26
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場
　
所

9
月
17
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
月
19
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
9
月
19
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
〜　
②
午
前
11
時
〜

　
　
③
午
後
１
時
〜　
④
午
後
2
時
〜

所�

木
津
川
市
役
所

巡
回
相
談
会

日
9
月
12
日（
金
）

　
　
①
午
前
11
時
〜　
②
正
午
〜

　
　
③
午
後
１
時
30
分
〜

所�

和
束
町
健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

2
階 

会
議
室　

内�
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
、
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
3
日
前

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
〒
６
１
９
―

１
１
５
２

　

�

木
津
川
市
加
茂
町
里
中
森
1
0
1
番

地（
加
茂
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
34
・
6
6
1
1

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
34
・
6
6
1
6

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で

す
）ほ

っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

時
午
前
10
時
～
正
午

日
・
所
※
9
月
は
次
の
通
り
で
す
。

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ
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一緒に「農泊」やってみませんか？
～あなたの“いつもの暮らし”が、誰かの“特別な体験”に～

　修学旅行生などが一般家庭に泊まって、その土地の文化や自然、
地域の暮らしを体験する教育旅行です。

◆受入って大変そう?

　大丈夫です！サポート体制がしっかりあります。トラブル時は
スタッフが対応し、事前に説明会や研修も行います。

◆受入のメリット

　空き部屋を活用できること、子どもや若者とふれあい地域の魅
力を伝える喜び等。（謝礼もあります。）

◆こんなお声をいただいています　

　「子どもたちが収穫体験を楽しんでくれて、こっちまで元気を
もらいました。」「最初は少し心配だったけど、実際はすごく楽し
かった。また受け入れたい。」海外の受入もあります。少しでもご
興味を持っていただけましたら、まずはお気軽にお電話ください。

　
9
月
2
日（
火
）　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
9
月
9
日（
火
）　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
9
月
30
日（
火
）　
つ
む
ぎ
て
ら
す

予
約
不
要
。子
育
て
真
っ
最
中
の
方
!!

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
？

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
機

能
訓
練
室
内
）

　
※�

予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お

住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

職
員
募
集
！

雇
用
形
態

　

�

会
計
年
度
任
用
職
員
パ
ー
ト
（
勤
務

時
間
応
相
談
）

応
募
職
種

　
広
報
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
経
験
が
あ
る
方
）

業
務
内
容

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S
等
の
編
集・

更
新
作
業
、
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
の
作

成
等
。

問
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

そ
の
他

農村宿泊体験（農泊）9月号

農泊とは?

京都やましろ体験交流協議会	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：鍵岡・谷本・山﨑
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催 し

伊賀市  �伊賀流忍者体験施設 万
ばん

川
せん

集
しゅう

海
かい

　伊賀市指定文化財である「成瀬平馬家長屋門」の敷
地に、忍術書「万川集海」の世界観でリアルな忍者体験
ができる施設がオープンしました。
　館内には、忍者修行体験エリア（事前予約制）のほか、
レストランやホテル、グッズショップなどもあり、伊賀忍
者にまつわるさまざまな体験を堪能することができま
す。一日中楽しめる施設となっていますので、ぜひお越
しください。
時午前９時～午後６時
　※休館日：12月29日～１月１日
所伊賀市上野丸之内29
問伊賀市観光振興課　☎0595・22・9670

山添村  秋の神野山を満喫しましょう！
　山添村の西部に位置する神野山。山頂からは
360度のパノラマが広がり、周囲の景色を一望で
きます。秋には紅葉が美しい場所として知られ、山
全体が赤や黄色に染まる景色が広がります。整備
された遊歩道が多数あり、初心者から経験者まで、
それぞれのレベルでハイキングを楽しむことがで
きます。９月からの涼しくなる季節、紅葉に映える
神野寺や鍋倉溪を訪れてみてはいかがですか。
紅葉の目安 �11月下旬ごろまで
問山添村観光協会　☎0743・85・0081

忍者体験施設
インスタグラム

忍者体験施設
ホームページ

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市、名張市、奈良県山添村とともに、伊賀市を中心市とした「伊賀・
山城南・東大和定住自立圏」を形成し、医療・防災・観光など、さまざまな分野で連携をとり、魅力
ある圏域づくりをめざしています。

催 し
宇治茶・山城ごちそうフェスタ

　宇治茶をはじめ、京都・山城地域の「食」が一堂に会するグルメイベントです。
日９月21日（日）午前９時30分～午後３時
所�城陽五里五里の丘（京都府立木津川運動公園）�
（〒610-1111　京都府城陽市富野北角14－８、ＪＲ奈良線「長池駅」北口から徒歩約10分）
内�宇治茶や京野菜など地元食材を使った料理やスイーツの販売、京野菜の販売、やましろ茶会（宇治茶の淹れ方教
室や呈茶席）、工作、おたのしみステージなど100ブースが大集合します。 

他�入場無料・飲食物有料、雨天決行・荒天中止、近鉄京都線「寺田駅」からシャトルバス運行予定、公共交通機関で
ご来場ください。

問「宇治茶・山城ごちそうフェスタ」実行委員会事務局（京都府山城広域振興局　企画・連携推進課）
　☎0774・21・2049

和束小学校前バスロータリーに屋外時計を寄贈いただきました！（和束町）
　株式会社東モータース様、東石油店様から、地域活性化と子どもたちのためにと屋外電波
時計を寄贈していただきました。
　寄贈していただいた屋外電波時計は、ソーラーパネルが搭載されているため、災害時にお
いても動作が可能であり、正確な時間を確認することができます。
　時計は和束小学校前バスロータリーに設置いたしました。

その他

神野山山頂（伊賀市を眺めて）

秋の神野寺
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　７月29日（火）、特性を正しく理解し、共に楽しく過ごす交流の場として、「れんごう夏季交流会」
が開かれ、40人の小・中学生が南山城村文化会館（やまなみホール）に集まりました。
　自分たちの学校の特徴を発表したり、クイズをだしたりなどさまざまな紹介がありました。
　その後、班に分かれ班の名前を決めたり、プレイバルーンやパズルリレーなど大いに楽しみ盛り
上がりました。
　最後には、１人１人の感想をメモに書き、１枚の紙に張り付け発表しました。

れんごうれんごう夏季交流会夏季交流会

なかよくなろう!なかよくなろう!ともだちともだち
いっぱい!
いっぱい!
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図書室だより

笠置町図書室  ☎0743・95・2726 ／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013 ／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

「パズルと天気」� 伊坂 幸太郎 ／ 著
　悩みを抱えた「僕」は、マッチング
アプリでしか出会えない「名探偵」
に依頼することに…。「パズル」をは
じめ、伊坂ワールドの魅力がつまっ
た短編５編。

一般書

笠
置
町

「携帯遺産」� 鈴木 結生 ／ 著

「八十歳面白がって船旅三昧」� 能登 美津子 ／ 著

「ブレイクショットの軌跡」 � 逢坂 冬馬 ／ 著
一般書

児童書
「空からのおくりもの」� 仲間 よりこ ／ 著

「やなせたかし物語」� やなせスタジオ ／ 著

「ぼうさいセブン」� もとした いづみ ／ 著

一般書
「扇谷家の不思議な家じまい」� 実石 沙枝子 ／ 著

「灰になったら夫婦円満」� 小川 有里 ／ 著

「�ブレイクショットの軌跡」� 逢坂 冬馬 ／ 著
一般書

「サトウさんの友達」� 益田 ミリ ／ 著
　気づけば友達が減りつつある年頃の
サトウさん。職場では居心地の悪さを
感じなくもない。母の健康状態にも不
安を覚える日々。そんなある日、ゲー
ム「あつまれどうぶつの森」に出会い…。

和
束
町

児童書
「あめふりのにらめっこだいこん」� わび みよ ／ 著

「こわい話の時間です 部分地獄」� 井上 雅子 ／ 著

「日曜日の文芸クラブ」� 小手鞠 るい ／ 著

●休室日のお知らせ　９月24日（水）・26日（金）　所蔵点検のため休室します。
南山城村図書室から

☆『おはなしのじかん』のご案内
日９月21日（日）午前10時30分～　所和束町体験交流センター ホール
　�おはなしサークル「まーぶる」さんによる絵本の読み聞かせをみんなで楽しみましょう。�
事前申し込みは不要です。

和束町体験交流センター図書室から

●休室日のお知らせ　�本の所蔵整理のため、９月24日（水）～10月３日（金）まで休室します。返却は「本の
ポスト」をご利用ください。ご不便をおかけしますが、ご協力のほどお願いいたします。

「大人のための地学の教室」
� 鎌田 浩毅 ／ 著

　1000年ぶりの「大地変動の時代」に知
っておきたい地球の真実。地震と津波が起
こる理由、マグマだまりと噴火のしくみ、今
後必ず起きる南海トラフ巨大地震…迫りく
る巨大地震から身を守るには？これからを
生きるための大切な「長尺の目」を持つこと。
地学の知的興奮も味わえる一冊。

一般書

「おとなの大ピンチ図鑑」
� おとなの大ピンチ研究会 編 ／ 著

「なんで人は青をつくったの？」
� 谷口 陽子・高橋 香里 ／ 著

「謎の香りはパン屋から」� 土屋 うさぎ ／ 著

児童書

「あのね あのね」
� 内田 麟太郎 ／ 文　山崎 おしるこ ／ 絵

「�ちいさなちいさなまちがいさがし」 
� さかい ちさえ ／ 絵

「目でみるえいごのずかん」
� おかべ たかし ／ 文　やまで たかし ／ 写真
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３町村人口
人口・世帯数（令和７年８月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,046人　
世帯数    560世帯

（減1）
（0）

和 束 町
☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,321人　
世帯数 1,640世帯

（減9）
（減3）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,337人　
世帯数 1,190世帯

（減11）
（減4）

【相楽東部広域バス】好評運行中
運行日：毎日（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25／８：15／ 10：15／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25／９：10／ 11：10／ 13：45

平日（月～金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15／ 10：15／ 12：45／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10／ 11：10／ 13：45／ 16：40

休日（土日祝）


